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特集 パスと新交通システム

パス専用レーン設置による

パスの運行改善

銭谷善信

~ 
近年の都市交通では，とくに朝方の通勤通学の

かぎられた時間帯の，いわゆる“ラッシュアワー"

にみられる電車やパスの車内混雑，および路面に

おける交通渋滞とそれにともなうパスの表定速度

の低下などによって，市民は都市生活における種

々の不便・弊害を受けている.

これに対する解決策には種々のものが検討され

ている.その内容は，現在ある各種交通機関の改

良・増強，その運行システムの改善ゃいわゆる新

交通システムまで広範囲におよんでいる.

交通問題解決に対する基本的方針は，公共交通

機関の整備によりマイカーなどの個別的交通手段

を削減し，都市内のかぎられた交通空間の効率的

利用をはかろうとするものであり，これにもとづ

いて地下鉄やパス，各種の新交通システムを重視

していこうとする傾向にある.このうち新交通シ

ステムは都市空間および費用の面からそくざに実

用化は困難であり，またその効果をそくざに期待

することはできない.また地下鉄網は大都市の幹

線的交通手段として適していても，きめの細かい

面的なサーピスには不向きである.

これに対して，パスは施設建設費がほとんど不

要であり，運行回数や系統を必要に応じて変更で

き，片道 l 車線の専用レーンがあれば 1 時間あた

り数千人を輸送することも可能である.とくに都

市内では大量の人と物の移動する道路空間にはか

ぎりがあり，現在の道路をし、かに効率よく利用す

るかも大きな課題である.このことからも都市内
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のバス交通の重要性は今後とも増大するものと考

えられる.また公害発生の観点から，今後ますま

すマイカ一規制が強化される状況にあり，この点

からもパス運行の効率化，パス運行の改善を行な

い，利用しやすく便利な交通機関にする必要があ

る.

1. パスの運行改善策について

(1) 種々の改善策1)

パス運行の改善を目的として，すでに通産省，

運輸省，建設省，警察庁など関係省庁をはじめ，

地方自治体の関係部局やバス会社などによって種

々検討され，具体化がはかられている.その内容

は，たとえばつぎのとおりである.

(a) 施設・車両の改善

① 低床パス

② 広い扉のバス

③ 幹線用大型バスの開発

④ バスストップの施設改善

⑤ 道路構造の改良

(同料金支払の方法・制度の改善

(c) マイカーの規制

① 路上駐車禁止の励行

② 軌道敷内通行禁止

③ マイカーからパスへの転換の奨励

(d) 補助制度と賦課金

① パス運行に対する補助制度

② マイカーに対する課税負担の増加
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(e) パス系統とダイヤ改善

① パス路線系統の合理化

② 通行回数の増加

③ 終車時間の延長

④ パス系統に関する広報

(f) パス優先走行システムの実抱

① パス専用レーンの設置

② バス優先レーンの設胃

③ パス優先信号システムの開発

(局運行システムの改善

① パスロケーションシステムの開発

② デマンドパスシステムの開発

③ ゾーンパス(ミニバス)の逆行

④ 運行管理の強化

ところで，都市内パス輸送の現状から判断し

て，表定速度の向とと定時111:の確保が，パス運行

の改善にとってもっとも基本的な課題であると考

えられる.そこで、パス運行改善のためには上記の

施策のうち，つぎの 4 つの対策が考えられる.

① ノミス専用レーン，パス慢先信号の設問によ

れ走行速度を向上させる.

② 乗降ドア輔の拡大，パスの低床化により，

乗降時間を短縮する.

⑨ だんご運転時に後続車が走行取をi郎、越し

て，だんご運転を解消する.なお，だんご運転と

は，前のパスが乗降サービス中に後続パスが到着ー

する状態である.

④ バス停の整理，急行パスの運転やノ J スコン

トローノレシステムの導入をはかる.

以|二の改善策に着目して，発車間隔の乱れのお

よぽす影響を調べる研究 2〉，ノミス運行の乱れに関

する要悶分析の研究へ →般車からパスへの利用

者の転換を考慮して都市全体としてパスレーン設

置の影響とパス運行改善効果を解析した研究ベ

実際のパス路線で特定のノミス停のパス発車間隔の

調整を行ない，その影響を調べる研究5) などがあ

る.

またパス優先レーンや専用レーンの効果に関す
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る調査には，大阪府警察本部交通部や石川県警察

本部交通部の調査へ京都府警察本部交通部のノく

ス優先対策のための調査分析7) があり，ノミス優先

信号システムの調杢に関しては愛知県警察本部交

通管制課の実験報告B) がある.

(2) パスレーン設置とパスの運行改善

パスレーンを設置すると，図 l に示すようにハ

スの表定速度向上と a般車の速度低下によって，

-般利用者ーの一部がパス利用へと転換し，パス利

用者数の増大と一般車の交通量減少をもたらす.

一方ノミスの速度増大によって，ノミスの運行所要時

間が矩縮されるために，パス利用者の増大による

パス配車台数を増加せねばならないにもかかわら

ず，実際の運行に必要なパス台数あるいは運行に

必要な乗務員数は逆に減少する.また総所要人時

間が減少するとともに，自動車の総走行距離の減

少による排気ガスの減少が朋待される 9)

以 l二のものは，パスレーン設置にともなう都市

全体的にみた効果で、あるが，パス運行の而でも，

運行時間の短縮

だんご運転の減少

バス停到着時間問隔の正確さ

待ち時間の減少

積み残 Ll世の減少

図 1 パスレーン設置の影響
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つぎの事項の改善が期待“される.

① 運行所要時間の短縮

@ バス停への鶏藩持爵題寵の正獲さ

(容 だんご運転回数の減少

④ 積み残し乗手手数の減少

〔島 乗客のバス停での平均待ち時間の減少

ヌド犠では，パス専用レ{ンによるパス運行改善

に関する 1:，.記ラつの項おについて考察することと

するが，パスレーン以外の方策，たとえば乗降ド

ア輔の拡大や，だんご運転時の運行方法の変更に

よる連行改善効果との比較検討を行なう.そのた

めに次節では，パス連行の挙動を解析し， と記指

標を定義量的に把握するシミュレーションモテ、ルを

用いて，バス運行挙動および、パス乗客へのサービ

ス指擦(乗客!人あたり平均待ち時間，積み残し

数〉の解析をhない，その結果について考察す

る.

2. パス運行シミュレーションモデル

パスの運行挙動の解析や運行システム解析のた

めのシミュレーションモデノしは霞内外で数多く発

表されている 10) ，11)μ) ，13).これらは内容的にほぼ

類似のものである.以下に本モテゃルの機略につい

て述べる.

このそデルはつのノミス系統の各バス停での

乗隣人数と各バス停聞の自動車交通量が与えられ

たとき，各パス停および各パスごとの乗客へのサ

{ビス状態およびノミスの運行挙動を解析するもの

である.なお各バス停の乗降人数とバス停間の口

動車交通;鼠は，基本瀦勤通学トリップODをもと

に，都市全体の街路網のシミュレーシ沼ンモデル

から求められる 14) ，15) • 

なおそデノレの前提条件および仮定はつぎのとお

りである.

Q) 都市内部を往復運行する l つのノ〈ス系統を

対象とし，各パスは始発パス停を等時間間隔で発

事し，もとのバス停にパスが戻った時点で解析を

終了する.@ ノミス停への乗客の到着分布は，各
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パス停ごとに l 分間あたり平均到着人数を平均値

とするポアソン分布にしたがう.また各ノミス停の

降王手人数は，各バス停ごとの平均降率人数のまわ

りに正規分布する.窃 乗降時間は乗降客数と乗

降ドア幅のみの影響を受け，乗降ドア l隔の大小別

に乗降客数の l 次関数で示される.また停車時間

は采1f.時間と降車時間のうちの長いほうであらわ

される，ただし，だんご運転の場合とや間バス停

の折り返しで、は，降車後乗車のため，乗車時間，

降車時間，パスの移動時間の総和となる.④ だ

んご運転時の乗降は，パス同士の追い越しを認め

ない場合，まず詩家サーどスをない，前のノミス

が発車後乗車を開始する.パス問土の追い越しを

組める場合，降車サービス完了時，前のパスがま

だ停車していれば，乗車サービスマピ行なわずに前

のパスを追い越して発車する.@ ノミス停爵の走

行時間は向動車交通事:のみの影響を受ける.

3. パス運行改鋳策の効果

モデ、/レイじした街路網にパス系統織とパス専用レ

ーンを設定し，京都市を参考にして交通需要を与

えたときの都市全体における解析から得られる結

巣を利用する.その中の l つのノくス系統に注目し

て，ノミス運行の改善策がパスのサービス指標と運

行挙惑におよぼす影響の解析を符なった.実験は，

簡単な街路網を設定し(図 2)，バスレーンのない

, 15 

S
M羽立
民
一[@ 2 簡単な街路網

オベレーションズ・リサ{チ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



霊 1;詰町

箆
大
時
時
四
条

梅
津
家
康
前

か
松
議
機

バス停到着人数と運転問織の級み合せ

解j/2

均双
!

の
一
%

間
一

0

区
中
部
一O

雑
穀
­

混
率媛県

続
分

問
団

2
2
2

い
紘
一

議
…
…
…

同i

…
|
|
一
1
i
i
j
!
i
l
i
-
-
J

E

一

対
数
一

パ
人
一
?

一
に
る
一m

隠
す
一

一
分
一

1

務
内

25% 

100% 

ラ 0%

4 

抑j/2

m〆4

表 1

50% 

100% 

4 

3 

mj/4 

----ー非対象Iíi鈎{実型農の路線}
輔柵欄柑+パス遂行モデ11-のます象区間

ドア I憾の拡大によ

街路網と 1 つのパス系統

@ 運転間隔が短かし、ほど，

る運行時間の銀鱗効果が大きい.

関 3

@ 追い越しを認めると運行時間は減少する館

内にあるが，その割合は 0.5%前後である.

図ラに運転間隔と待ち時間の運転間隔に対ずる

よじの欝孫を，また!ヌ16 ìこ采得数と待ち時認の欝祭

主と示した，これからつぎのことがわかる.

ケースと全夜間にパスレー γを設捜するケースに

ついて， ドア輔の大小，パス同て1::の追い越しの有

無に，乗客数とパス発車間隔の変動による組み合

せ{もとの乗客数をmJとすると ， 1nj/2 , 1nj/4の場

合;もとの発車問鯖G分とすると ， 2a分， 4a分の場

合;あわせて 6 種類の組み合-tt，表りをつくり，

合計48ケースについて各 8 聞の実験を行なった.

iた，京都市と鰐規模の街路鱗に対して(寓幻，

パスレーンの設置案 6 種，乗降ドア幅の大小の 2

鵡j/4

ドア艇の拡大により，待ち時詩は30.6%な

いし 7%襟度短縮され，運転間隔が短かいほど，

また乗客が少ないほど， ドア縞拡大による効果は

大きくなる.

4コ種，パス i弓二iコの追い越しを認めるかどうかの 2 額

について， 24ケースの組み合せをつくり，同様に

8 部の計算を行ない，その平均をとった.

前者の場合の結果は以下のとおりである.

平均運行時開の結果障からつぎのことがわか 告 パスレーン設壁による待ち時間の短縮割合

1:1最高23.5%，最低約 10%であり，パスの運転問

時が大きくなっても，また乗客数が少なくなって

も効果は薄れない.

どの場合でも運行

る.

① パスレ{ン設援により，

時間は40%程麓減少する.
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ドア大ドア小

間昨春行選図 4

ドア大ドア小
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つぎに，京都市規模の街路網におけるパスレー

ン設置延長の違い，乗降ドア幅の大小，バス同士L

の追い越しを認めるかどうかの違いによるパス運

行改善効果について述べる.

横軸にレーン設置延長をとり，運行時間，待ち

時間，積み残し数，だんご回数との関係をそれぞ

れ図 7 ， 8 ， 9 ， 10に示す.これからつぎのこと

カ1オフカミる.

④ 運行時間の減少率は，追い越しを認める場

合0.2- 1. 4%，ドア 111雨の拡大の場合は3.9-6.6% ，

パスレーン:泣置の場合は 10.3-29.5%である.パ

スレーンを設置するのが運行時間の短縮によJずる

効果がし、ち(主んにきい.

② 采各の、F.均待ち時間は，追い越しをt認める

と増加する傾向にあるが， ドア幅の砿大の場合は

9.0-18%，パスレ ン li~I~~の場合は4.7-20.4% ，

それぞれ短縮される.またノ、スレーンを設/I'i:せず

に乗降ドア l隔を拡大するほうが，比較的短距離の

パスレーン設置(R.D.T) よりも，待ち時間の短

縮効果は大きい.

③ 積み残し数に関しては，パス同二1:の追い越

しを認めたり，パスレーンを設置するよりも，采

降ドア幅を拡大するほうが効果は大きい.

④ だんご運転回数の減少に関しては，ベスレ

ーンを I没 i置しない状態でパスの采降トア帽を拡大

する場合，パスレーンを』没択する場合，ともに効

果は同程度である(ただしケース Aは除く).

むすび

fÌÍJ節の考察から，ノミス専用レーンの s立 i置は，采

降ドア幅の拡大やバス同土の追い越しなどの改許

策に比較してパスの遥転間隔や 1 分間あたりパス

停到着人数の多少にかかわらず，運行時間や待ち

時間の短縮に対する安定した方策であることがわ

かる.またドア幅の拡大は，運転間隔の大きいパ

スや采降人数の少ないノミスではとくに必要はない

と言える.なお積み残し数やだんご運転回数の減

少に関しては，パスレーン設置とト、ア幅拡大の効

1976 年 12 月号

果はほぼ同程度であるが，朝夕の通勤通学時の円

的地までの速達性を考慮すると，パスレーンA債

のほうが有効であると言える.このようなノJ ス運

行改善ぺこ対する効果から考えて，今後とも，通勤

時というかぎられた時間，H;'で、はあるけーれども，者1\

市にお(するノミス宇用レーンの増設が望まれる.
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